
　

 

か
つ
て
老
朽
化
し
た
木
造
住
宅
が
密
集
し
て
い
た
西
新
宿
五
丁
目
中
央
南

地
区
に
、
令
和
６
年   

月
に
新
た
な
建
物
と
広
場
が
完
成
し
ま
し
た
。
江
戸

時
代
に
こ
の
地
に
十
二
社
の
大
滝
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
建
物
の
内
部
や
周
囲

に
は
昔
の
水
景
の
名
残
を
残
し
て
お
り
、
老
若
男
女
誰
も
が
心
地
よ
く
快
適
に

過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
み
ど
り
豊
か
な
空
間
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

災
害
時
に
は
避
難
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
機
能
し
、
炊
き
出
し
や
消
火
活
動
等
を
行

う
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
地
域
の
防
災
性
が
向
上
し
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ス
第   

号
で
は
、
西
新
宿
五
丁
目
中
央
南
地
区
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
取
組
や
想
い
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
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丁
目
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央
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ユ
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サ
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デ
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イ
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関
す
る
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組
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想
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に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
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Uni-Voice
このニュースレターでは、新宿区の取組や、ＵＤス
ポットの紹介、利用者の声などをお伝えしていきます。

UDとは？UDとは？

ユニバーサルデザインユニバーサルデザイン

　年齢・性別・国籍・個人の能力等にかかわらず、

できるだけ多くの人が利用できるよう生活環境そ

の他の環境をつくり上げていく考え方です。

　新宿区には、多くの外国人をはじめ、様々な人々

が生活しています。区では、移動しやすく、利用

しやすく、わかりやすいまちを目指して、令和２

年３月にＵＤまちづくり条例を制定しました。
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Uni-Voice

UD
Good

色々なデザインの個性的なベンチ

　各広場に設置されたベンチは、大きさや高さ、

素材等が異なっており、それぞれに特徴があります。

ここを訪れた人は、自分にとって居心地の良い場所

を見つけ、思い思いに過ごすことができます。

UD
Good 段差のない建物周り

　建物の周りをぐるっと一周する空間は、周囲の

歩道から段差無くアクセスすることができます。

また、幅員４ｍの歩道状空地※1 が確保されて

おりゆるやかな勾配であることから、車いすを

使用する方も利用しやすい道となっています。

広場１号 歩道状空地

広場３号

広場２号

住宅棟

施設棟

広場１号

凡例 施行区域

広場２号

広場３号

広場の範囲

帰宅困難者
受入範囲

歩道状空地

公園

西新宿五丁目中央南地区
Nishi-Shinjuku 5-Chome Central South Area

にししんじゅく

利用者コメント

ご ち ょ う め ちゅうおうみなみ

　近所に住んでおり、犬の
散歩でよく周辺を歩いてい
ます。再開発が進み利便性
が向上したと感じていま
す。今後この地区がどのよ
うに使われるようになるの
か楽しみです。
（50代・男性）

植え込みの曲面に

沿ったベンチ

段差の無いフラットな道

ち く

自分に合った高さが選べる

石のベンチ

区画道路１号と

つながりのある空間

壁面緑化

道幅が広くみどり

のある歩行空間

利用者コメント

健康器具として利用できる

背伸ばしベンチ

地区内地図

貫通通路

かまどベンチ

マンホール
トイレ

　自宅までの帰り道として
利用しています。付近にた
くさんの木々があり良いと
思います。あたたかみのあ
る色で幅が広い道は通行し
やすいと感じました。
（70代・男性）

かんつうつうろ

※１ 道を歩く人のための空地で、だれもが使うことができます。

※２ 敷地を通り抜ける道路で、だれもが使うことができます。

※２ へきめんりょくか

ひろば ごう

ひろば ごう

ひろば ごう ほどうじょうくうち

だんさ たてもの まわ

ほどうじょうくうち

いろいろ こせいてき

U
D

探
検

隊が行く！ 新宿 UD まちづくりスポット



Uni-Voice

UD
Good 日常に溶け込む防災機能

　普段は広場として利用している場所に、災害時に活用

できるマンホールトイレやかまどベンチがあるほか、消防

水利、防災倉庫、一時滞在スペースとして機能するエント

ランスホールが面しているなど、防災性の高い地区と

なっています。

まちの歴史を残す

　かつて十二社の大滝　があり、農地や宿場

町として栄えたこの場所の歴史を伝えるた

め、滝をコンセプトとした建物デザインと

なっており、内部や周辺には水景が広がって

います。また、以前に道があった場所は貫通

通路となっており、近隣地区とのつながりを

保ちつつ、地区の回遊性を向上させています。

※

かんつう

かいゆうせい

にちじょう と こ ぼうさい きのう

れきし のこ

つうろ

運営者インタビュー

　かつての西新宿五丁目中央南地区は、木造住宅が密集しており、建物の老朽化や防災拠点が
無いこと、オープンスペースやみどりが足りないことが課題となっていました。これらを解決
するため、平成４年から西新宿五丁目中央北・中央南地区の権利者がまちづくりに取り組んで
きました。安全に生活し、子育てできる環境をつくることを目的としていることから、現在は
古い木造住宅から高層マンションへと居住空間を一転させたほか、保育所や店舗などが入る施
設棟が整備されています。
　建物の周りは歩行空間が 4m 以上確保され、歩道状空地として整備されており、段差の無い

歩きやすい空間となっています。

　また、新たに３つの広場が整備されました。広場１号には５つのマンホールトイレと３台のかまどベンチがあり、

災害時には炊き出しを行うことも可能です。広場２号は隣接する公園と自由に行き来できる歩行空間となっており、

健康増進器具を兼ねた背伸ばしベンチがあります。また、広場３号に面する住宅棟内には消防団小屋があります。

地下には 40 トンの消防水利が設置されており、災害時の消火活動に利用できます。各広場に設置されたベンチの
形や高さには様々なバリエーションがあり、ここを訪れる人が思い思いの好きな場所に座れるようになっています。
　敷地の中心部には、広場１号から広場３号に抜ける貫通通路があり、近隣地区とのつながりを保ちつつ、回遊性

も向上しました。また、近隣地区と樹種を揃えて、中央公園と神田川をつなぐ「みどりの散歩道」を形成し、人々
の憩いの場となっています。さらに、住宅棟のエントランスホールは一時滞在施設となっており、災害時には帰宅

困難者の受け入れが可能です。このように、西新宿五丁目中央南地区は、防災拠点と日常的な憩いの場を兼ね備え
た空間を創出しています。
　今回、設計するにあたって、「ユニバーサルデザイン」の難しさを実感しました。「様々な人が使いやすいもの」
を目指していても、その「様々な人」の中には身体障害、知的障害、精神障害がある方、高齢者、子ども、妊婦さ
んなど様々な特徴がある方がおり、誰かに特化して使いやすい形にすると、他の誰かにとっては使いづらくなって
しまうことがあります。そういった中で、誰もが使いやすいデザインとは何なのか、まだ手探り中ではあります。
しかし、今後も考えを深め、デザインを試行錯誤しながら、より誰もが使いやすい場所を設計していきます。

株式会社　熊谷組
設計本部設計第２部

高橋さん

ぼうさいきょてん

しょうぼうすいり

しょうぼうだんごや

かんつうつうろ かいゆうせい

いちじたいざいしせつ きたく

ぼうさいきょてん

ほどうじょうくうち

こんなんしゃ

広場３号に面している

消防団小屋と消防水利

※江戸時代に、神田上水の水量を補うため、玉川上水から

　神田上水に向けてつくられた神田上水助水堀が、熊野神

　社東端の崖から落ちるところにできた滝。

ウッドデッキの下に

マンホールトイレが整備されている

自由に出入りできる植栽に

設置されたかまどベンチ

エントランス付近に

設置された水盤

幅員が３ｍある

だれもが使える

貫通通路

消防水利 消防団小屋

3m

※３ ※４

※３ 消火活動に使う水を貯めておく施設です。
※４ 消防団や消防車両を収容する場所です。

しょうぼうだんごや しょうぼうすいり

しょうぼうすいり しょうぼうだんごや

しょうぼう

すいり

かんだじょうすいじょすいぼり

おおたき しゅくば

かんつうつうろ

まち

じゅうにそう



Uni-Voice
取材・編集：（株）梵まちつくり研究所

新宿区ユニバーサルデザインまちづくりニュースレター 第 15号（令和６年 12月発行）
お問い合わせ先：新宿区景観・まちづくり課

歴史から学ぶ その３

　「国際シンボルマーク

（ISA）とその普及」

　（今回のコラムは UＤに詳しい専門家の方からご寄稿いただきました。）

新
宿
区
か
ら
の
お
知
ら
せ

日本女子大学　建築デザイン学部

建築デザイン学科　助教

( 一級建築士・福祉住環境

コーディネーター　１級）

植田瑞昌さん

　

建
築
物
や
駐
車
ス
ペ
ー
ス
な
ど
で
よ
く
目
に
す
る
図
の

マ
ー
ク
の
意
味
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

車
椅
子
の
マ
ー
ク
な
の
で
車
椅
子
使
用
者
の
た
め
だ
け

の
マ
ー
ク
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
正
式
名
称
は
「
国

際
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
（ISA

：International Sym
bol of 

A
ccess

）」
と
い
っ
て
、
す
べ
て
の
障
害
の
あ
る
人
が
利
用

で
き
る
建
築
物
や
施
設
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

で
は
、い
つ
、ど
の
よ
う
に
決
め
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

             　

年
代
、
建
物
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
求
め
た
運
動

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
北
米
に
広
が
り
、
市
民
権
の
考
え
方
と

し
て
建
築
物
に
つ
い
て
よ
り
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
各
国
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な

シ
ン
ボ
ル
が
急
増
し
、
象
徴
的
な
も
の
か
ら
説
明
的
な
も

の
ま
で
、
さ
ら
に
、
行
き
た
い
場
所
へ
の
ア
ク
セ
ス
可
能

な
ル
ー
ト
が
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
人
々
を
案
内
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
も
の
や
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
施
設
や
設
備
に

標
識
を
付
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

多
種
多
様
な
シ
ン
ボ
ル
が
出
始
め
、
一
部
で
混
乱
も
見
ら

れ
た
た
め
、
国
際
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
協
会
（RI

：

Rehabilitation International

）
は
、
統
一
さ
れ
た
シ
ン

ボ
ル
の
開
発
に
動
き
出
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
1
9
6
9

年
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
ダ
ブ
リ
ン
市
で
開
催
さ
れ
たRI

の

総
会
で
、
正
式
に
現
在
の
こ
の
マ
ー
ク
が
採
択
さ
れ
、
世

界
共
通
の
マ
ー
ク
と
し
て
普
及
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
の
国
際
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
（ISA

）
の
基
礎
と
な
っ
た

デ
ザ
イ
ン
は
、
1
9
6
8 

年
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
・
デ
ザ
イ

ン
学
生
連
合
が
開
催
し
た
夏
の
セ
ミ
ナ
ー
で
、
デ
ン
マ
ー

ク
の
学
生
ス
ザ
ン
ヌ
・
コ
ー
フ
ォ
ー
ド(Susanne 

Koefoed)

氏
に
よ
っ
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
ま
し
た
。
も
と
も

と
は
象
徴
化
さ
れ
た
車
椅
子
が
表
現
さ
れ
「
頭
」
を
表
す

〇
の
部
分
が
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。RI

の
公
表
前
に
改
変

が
加
え
ら
れ
、
車
椅
子
の
バ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
部
分
に
〇
が

つ
く
こ
と
で
「
ひ
と
」
を
表
現
し
、
そ
の
後
の
障
害
者
の

権
利
運
動
の
象
徴
に
も
用
い
ら
れ
る
な
ど
飛
躍
的
な
使
わ

れ
方
を
し
て
い
き
ま
し
た　
　

。
一
方
で
、
こ
の
マ
ー
ク

の
主
旨
は
、
障
害
者
の
利
用
を
考
慮
し
た
建
物
・
施
設
を

示
す
国
際
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
「
建

築
物
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
支
障
が
な
い
こ
と
」、「
入
口
が

利
用
で
き
る
こ
と
」、「
施
設
が
利
用
で
き
る
こ
と
」
が
条

件
と
な
り
ま
す 　

。

　

今
日
に
至
る
ま
で
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
物
や
団
体
に
よ

る
デ
ザ
イ
ン
の
再
考
な
ど
が

見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の

マ
ー
ク
の
主
旨
を
改
め
て
理

解
し
、
建
築
物
や
ま
ち
が
す

べ
て
の
人
に
と
っ
て
利
用
し

や
す
い
空
間
と
な
る
と
よ
い

で
す
ね
。

新宿区 UD まちづくり条例施設整備マニュアルの改定を

進めています！

　新宿区 UD まちづくり条例について詳し

く解説している新宿区 UD まちづくり条例

施設整備マニュアルの改定を進めるため、

令和６年８月 19 日に第８回新宿区 UD ま

ちづくり審議会を開催し、新宿区 UD まち

づくり条例施設整備マニュアル改定検討部

会を設置しました。詳しくは２次元バー

コードより新宿区 HP をご確認ください。

新宿区の HP はこちら

↓

(

文
献
１
）：Elizabeth G

uffey:

「D
ESIG
N
IN
G 　

D
ISABILITY 　

sym
bols, space, and  

　
　
　
　

     society

」,BLO
O
M
SBU
RY VISU

AL ARTS,2019
(

注
１)       

：  ISA

の
設
置
基
準
等
に
関
し
て
は
、
日
本
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
協 

会

　
　
　
　

      

の H
P

を
ご
確
認
く
だ
さ
いhttps://w

w
w
.jsrpd.jp/overview

/sym
bol/

(

文
献
１
）

(
注
１)

1
9
6
0

しんじゅくく じょうれい しせつ せいび

すす

出典 :日本障害者リハビリテーション協会
国際シンボルマーク




